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　 第 4 腰紳經後枝の 内側枝が ， 第 5腰椎下關節突起部 の

推 間關節靱帯 に 細枝を與えて お り， 第 5腰示中經侵枝 の 内

・測枝 も仙骨．1欄 節突起 の 靱帯附着部 に 分布 し て い る．

　 3． 仙尾結合

　 そ の 後方は第 5 仙骨禪經後枝や尾紳經が 浅後仙尾靱帯

や ，關節仙尾靱帯並び に側仙尾靱帯な ど に 枝 を 與え て お

り，そ の 前方で は第 窪 また は 第 5仙骨紳經の 前枝や．尾

榊轣な どが 前仙尾靱帯に多 くの枝を與えて い る．

　 4．　耳匹孛哥結合

　 閉鎖神經 の 長内轉筋枝 や閉鎖禪經後枝よ りの枝が その

衝面 に 分布して お り ， 恥膏結節 よ りそ の 前 上 方の 上 縁 に

は腸骨鼠蹊神經よ りの 細伎 が 分布して い る．

　 以上 の 所見か ら婦人 の 腰痛や ， 妊娠時の 恥骨結合部 の

彊 痛及び分娩時 の 腰仙痛 の 起因 も容易 に うな つ か れるの

では な し丶 か と思 う．

134．婦人の 尿 中細胞 につ いて

　　　　　　　　　　　（都立荒川崖院）　峰　三 夫

　 Papanicelaou （1948年）に よ り， 尿中細胞　（U ．　C ．

と略記す る）も腟脂膏に似 て ， 性周期，妊娠時 にあ る細

胞 學酌變動が 認 め られ る こ とが 報 告 さ れ た が ，余 は 新生

兜 期 か ら老 年期 に 至 る 全女 性 年代の U ．C．で 追試 し た と

．こ ろ，興昧 あ る成績を え た．

　 實驗方法 ： 採尿 は 必 ず約10cc導尿 し，遠沈 し，沈 査 をオ

ブ エ ク トに 卵白グ リセ リン で 嬪げ，Papanicolaou ，　Sc・

丑10rr 氏及びそ の 他數種 の 染色法 を行 つ た．余は 出現細胞

を 11種 に 分類 し， 下 の 角度 か ら儉討 した ．1）無核化傾向

、指 數，2）各 種 細 胞型 の 増 減，3）舟状 指數，4）細胞係數
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S6 ）細胞群集性 ， 7）皺化度 ，
　 B）分 娩及 び 産褥時の 赤 i血球の

．消退 の状態．

　 實驗成績

　 1＞ U ・C・は 娩出直後 の 新生兒 か ら， 幼兄期 ， 少女

期 ， 性周期 ， 妊娠 ， 分娩及び産褥， 更年及び老年期 ， 去

勢 婦人 と各 k あ る
一

定 の 細胞學的變動 が 見 られ た．

　 2） 連纉的，任意的 に え られ た 各期 の ．L記各種曲線 で

V ．C ．に よ る患者 の 卵篥機能及 び 體内 Estrogen 沾動状

態 を推定 しえた．なお各種性 ホ ル モ ン 劑投與 に よ る 豫後

判定 の
一

助 に な る．

　 3） 無該化傾 向指數 と Estrogen 活性 ｝ま常 に 並 行 す る

が ， 余はこ れをV
’
型 に 分けて 見 た とこ ろ ， 非妊婦で は 月

經周期時 は 常に高 く， つ ぎが 更乍期 ， 少女期 ， 新生兒

ユ〜2Eヨ目迄，去勢婦ノt．老 年期，新生 5己期 5 日 目以後 7−）

順 で，特に 後 2 者は 1型 （高度萎縮型）が 100％ であ っ た．

　4＞ 群集性 は妊娠中期以後産褥 2 口 目迄が 最高で他 は

低値であ つ た．　　 ・

　5） 舟
．
状細胞 ， 余 の 皿型 （小形），Iv形 （巾形），　 v型

（空 胞 状 ）舟 状 細胞 中，皿型 は 多 少 と も妊娠以外 の 時期

に も見 られ るが，總 じて 妊娠中期以後 は 大量出現が見 ら

れ ， 特 に IV，　 V型 が 増加 し，分娩前頃では超大形棍俸状

盍田耳包の 様 季目を呈 づ
」
る．

　6） 以 上 よ り妊娠 の 早期診斷を U ．C．を もっ て確定す

る こ とは 不可能で，一
補助診斷として の み そ の價値が高

い と信ず る．ま た夕卜部 よ りの 汚染，性 交 ，炎 症 ，多 量 の

赤 血 球，粘液，細菌な ど で腟 脂膏標本判定不能の 場合，

不可缺 の 補助診斷法 として價値 を有す る．

　7） 分娩，産褥期 にお い て は，赤 血 球及び大量 の 白血

球の 出現度及び L記客型 細胞 の 出現率 は そ の 豫後半if定上

特 に 注目す べ きであ る．

　8） 妊娠末期 か ら 分娩時 に か け て 超大形綱状核細胞

（余 の W 型 の 變形せ る もの で ， 原形質の 膨大， 核の 膨

大，淡染化）大形棍棒状 細 胞 の 出現が見 られ るが ， 分娩

日推 定 の
一・・

助 とな るよ うで あ る．

135．日本婦人 骨盤の レ線撮影による分類

　　　　　（都 立 臺 痕産 院）
te

佐野源治 ， 田 中文 昭

　骨盤 の 計測及 び 形態學的研 究に は レ 線撮影法が 最 も優

れ て い る が ， 體位の決定困難，高費用などの 難點が あっ

た．こ の 點に 關 して わ れ わ れ は 前囘總會誌 上 に 發表 せ る

ご と く 1＞直立 した ま ま上 體を前傾す る萩體位 ， 2）鉛製

糎格子 の 2 っ を 考案 し 間接撮影 を 行 う方法 に よ りこ の

不 便 を 解決 した．こ の 方 法 に よ り當産院 の 外來 に お い て

妊娠 2 〜4 ヵ 月の 正常妊婦約 300例を無選澤に撮影 し ，

そ の う ちの 體位の 不正 確 な る も の 及 び撮影 の不 良な る も

の を厳 に除外 し， 200例 の 寫真を え た，

　 こ の 200例を 工） Thomus の 分類法，2） Caldwel1，

Moloy な どの 分類法 に よ っ て，分類比較 して み て興味あ

る 結果 を え た．

　1．　Tho 皿 us の 分類法 に よ る，

　Thomus は 骨盤入 口 の 前後徑 及び最大横徑 を 計測 しそ

の 數量的比較 か ら

　1） 長徑骨 盤 型 （Dolichopellic 　type ）
＿
前後徑が 最

大横徑よ り 1cm以 上大な る もの．

　2） 圓型骨盤型 （Mesatipellic　 type） …前後徑 と最

大横徑 の差 が 1 ¢ m以内の もの

　 3）　短徑　（女性型）　E“

tn9型 （Brachypellic 　 type）　…
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